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平成16年7月新潟・福島豪雨 （平成16年7月）

風
水
害 （三条市 40代 女性）

早かったですよ、水がきてからは
～たった一時間で自宅が水没～

テレビで、あの辺の川がはんらんしそうですとか、三条市は大雨で大変ですみた
いのを見ていたんだけど、うちのところに水が来るなんてことは、全然想像できま
せんでした。主人もお昼頃、うちに戻ってくるわけですよ、車に乗って。タイヤが
かぶるくらいの水の中を、「職場の人が、何かあるといけないからと、お茶のペッ
トボトルとカップラーメンくれたぞ」とか言って帰って来て、車を車庫にきっちり
入れました。
で、「やあね、こんな雨」とか言いながら過ごしていて、家族全員がうちにいたわ

けですよ。家はちょっと道路よりも上にあるので、玄関にもし水が来たら嫌だから
と言って、子供の野球用品とか大事なやつを玄関の上に上げただけでした。
それが午後2時ごろで、ワーッと水が来たのが午後3時か3時半ごろでした。う

ちの中に水が入って来たんです。早かったですよ、水が来てからは。1時間くらい
で1階がすべて水につかってしまいました。
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宮城県北部を震源とする地震 （平成15年7月）

地
震
・
津
波

（宮城郡 30代 男性 役場職員）

中学生の「防災学」

地震の被害があった後、耐震診断の授業を受けた子どもたちが先生となって地域
で講習会をやったんです。参加するおじいちゃん、おばあちゃん世代の人も、孫世
代から言われると身にしみるのか、耐震の大切さを実感されたようです。

地場産品を販売する産業祭の中でも、中学生の子供たちが一つのテントを持って、
模型やパネルを置いて、お客さんたちに耐震の大切さというのを一生懸命アピール
していました。
これをきっかけに、地元の中学校で「松島防災学」が始まりました。図上訓練をやっ

てみたところ、いろんな意見が出て時間が足りませんでした。来年は図上訓練だけ
を、半日ぐらいかけてやろうかなと思っています。
これから大人になる中学生たちに防災の正しい知識を身につけてもらうことは、

とても大切なことだと思います。
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平成17年台風第14号 （平成17年9月）

風
水
害

（杉並区 40代 女性）

お嫁に来てから初めての体験
～ご近所の方の連絡で気づく～

私の家は、川に一番近い通りに面しています。近くには橋があって、ちょうど土
地が低くなっているところです。
主人の母なんかは過去に1回あったかなと申しておりますが、私がお嫁に来てか

らもう何十年になりますが、水害の経験は一切ありませんでした。だから、すごい
雨だなと思ってはいても、あそこの川があふれるという認識はまったくなかったん
です。

しばらくして、川側にあるお向かいさんから、「今、川があふれて、うちの裏に
も水が来ている。どうしよう」という電話がありました。私がずっと学校の役員な
どをしているので、気をきかせて電話をかけてきてくれたんだと思います。
「えっ？」と初めてそこで窓を開けてみたら、橋の上に水がわんわん来ていたんで
す。「これはうちもやばいじゃん」と、傘もささずに着のみ着のままで外に飛び出し
てみると、我が家のガレージにも水が入っていました。
それにしても、私はたまたま学校の役員をしてて、知らせてくれる人もたくさん

いたので、早めに気づけたんですけれども、そうでなかったら大変なことになって
いたかもしれません。



地
震
・
津
波

能登半島地震（平成19年3月）

なべもセイロも吹っ飛んだ
地震のときは身うごきとれず

輪島市 70代 女性

私たちは、公民館でおもちつきのイベントをするというので、
朝7時から出て、ちょっと早かったけれど、8時ごろにはもう
セイロに蒸す準備をしていて、ガスにお湯をかけたりしてい
ました。
そしたら「ドーン」という音と一緒に、5つ重なっていたセイ

ロが全部ばらばらになって地面に落ちました。でかい音がした
から、「どこかに飛行機が落ちたのか」と思ったけれど、だれか
が「地震や、しゃがめ、しゃがめ！」と。それから地面が大き
く揺れて、私たちがいたテントが真っ二つに折れたんです。
それで、「だれか、ガス消して、消して！」と叫びました。

ガスを消さなきゃいけないから、そこへはっていこうと思うん
だけど、地面が波をうっていて、動けなかったんです。
あとで見たら、火は消えていました。でっかいナベにお湯が

いっぱいわいていたから、そのナベがひっくり返って火が消え
たんだと思います。ちょうど火のまわりに人がいなかったとき
だったから良かったけれど、そばにいたら大ヤケドをしていた
と思いますね。
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地
震
・
津
波

新潟県中越沖地震（平成19年7月）

地震の反省を生かし工夫
/

柏崎市 40代 男性 会社員

会社の反省ですが、4階に背の高い棚がいっぱいありました
ので、この地震を機に棚の高さを1.5ｍ以下にすることに決め
ました。
棚は以前から固定していたのですが、地震の衝撃で壁ごと

倒れてしまったんです。そこで、地震後の対応としては、柱と
壁がかたいもの同士なので、部屋の角の柱と壁の間を柔らかい
クッション材みたいなものでカバーしたり、多少揺れても落ち
ないように天井のボードとボードの間に少し余裕を持たせた
ような感じにしたりして、新たな工夫をしました。
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簡単な手順を紹介します

まず、過去の自然災害（地震、水害）の中から対象を選ぶ

その災害の被災経験者や災害対応経験者に声をかける

みんなが集う場所と時間を設定する

なごやかな雰囲気の中で、当時を思い出しながら、体験したり感じたことを話し合ってもらう

※所要時間は２時間

※話し手は、２～４人が適当

聞き手

聞き手

気 づ き 共 感 反 省

「一日前プロジェクト」とは、地震や水害などの自然災害で被災した方や災害対応の経験をもつみなさまにお集りいただいて、
●被災前後の行動
●体験を通じて上手くいったと思うこと、失敗したと思うこと
●もう一度災害が発生したならば、次はどのように行動したいか
●そのために日頃から何を準備しておけばよかったか

といった本音の話をお聞かせいただき、これらの話から導き出されるさまざまな教訓や身につまされる体験をショートストーリー
（エピソード）に取りまとめるという活動です。
　こうして取りまとめたエピソードを広く活用・普及させることで、地域のコミュニティや国民一人ひとりに、防災・減災への関心
や意識を高めていただくことを目的としています。
　ここで紹介する物語は、ほんの一部です。一日前プロジェクトから生まれた物語は、内閣府の「災害被害を軽減する国民運動
のページ」 https://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ichinitimae/index.html に掲載されています。ぜひ、
アクセスしてみてください！きっと、あなたの心を動かす物語が見つかるはずです。
■一日前プロジェクトの物語・イラストは、非営利の目的であれば、広報誌やパンフレットなどご自由にお使いいただけます。
「災害被害を軽減する国民運動のページ」（ https://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ ）からダウンロードしてください。

みんなでやってみよう!
一日前プロジェクト

「教訓」や「知恵」につながる部分を拾い出し、タイトルをつける

テープ起しなどを基に、拾い出した部分を物語にする

作成した「物語」を地域や職場のみんなに読んでもらう

レコーダー

※物語は、300～500字程度で、できるだけ切り口を残して編集
※物語の情景をあらわすイラストや写真等を添えると効果的



内閣府（防災担当）
〒100-8914　東京都千代田区永田町1-6-1（中央合同庁舎8号館）
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